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2017（平成 29）年は、越前の僧、泰澄が白山を開山してから 1300 年とされ、各
地で様々なイベントが開催されました。白山自然保護センターでは、普及誌『は
くさん』（年 3 回発行）の 2017 年度 1 号を「特集 白山登山道のあゆみ」として白
山登山の変遷や登山道の開設からその後のうつりかわり、登山道整備に携わった
方々の苦労について紹介しました。

この自然誌は、それらの記事をもとにしながら、「白山登山のうつりかわり」と
して、白山登山のはじまりから現在までをふりかえってみました。

時代の流れとともに白山に登る目的も多様化し、登山道や登山施設がいくつも
整備されました。また、登山用具や装備の進化により快適に登ることができるよ
うになりました。しかし、古道や山頂の自然、白山から見える景色や風景には、
変わらないものもあります。本誌が白山登山の歴史や今を知る一助になれば幸い
です。
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表　紙	 白山奥宮と別山
白山の主峰、御前峰に鎮座。1987年落雷により焼失したが、翌年に再建され、現
在に至る。白山を目指す人は昔も今もこの社殿にて、手を合わせる。

裏表紙	 都
つ

煩
ぼ

能
の

水（お壺の水）
江戸時代後期の文人、金子有

ゆう

斐
ひ

（鶴
かく

村
そん

）が『白山史図解譜』（石川県立図書館
所蔵）中に描いたお壺の水。御

お

仏
ぼ

供
く

水
すい

とも言う。加賀禅定道中の貴重な水場。服
装等当時の習俗を知ることができる。

室堂平からの夕日

白山開山 1300 年でにぎわう白山室堂（2017 年 8月11日）
正面背後の山が御前峰（2702 ｍ）、手前が白山奥宮祈祷殿。

は じ め に も　く　じ
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白山のふもとに住む人々が、いつ頃から気高く美しい白山の姿にカミを感じ、
崇
あが

め奉
たてまつ

るようになったのかわかりませんが、白山を御神体と仰ぐ白
しら

山
やま

比
ひ

咩
め

神社（白
山市）の創

そう

祀
し

は、社伝によれば今から 2 千百年以上も前の紀元前 91（崇
す

神
じん

天皇 7）
年、現社地より北の舟岡山であったといいます。一方、農耕やそれに欠かせない
水の神として白山が信仰されるようになるのは、豪族を中心に一定の範囲でまと
まりのある社会が形成される 5 世紀末から 6 世紀頃であるといわれています。

そして、白山は、奈良時代初期の 717（養老元）年に越前の修行僧、泰
たい

澄
ちょう

によっ
て開かれたと広く伝えられています。この開山伝承がよりどころとするものの代
表は、泰澄の一生を記した『泰澄和

か

尚
しょう

伝』です。成立したのは 950 年代ともいわ
れますが、原本は見つかっておらず、最も古い写本（金沢文庫）は 1325（正中 2）
年であるとされています。

ここで、注意をしておかねばならないのは、「山を開く（開山）」とは、その山

の頂に初めて立ち、あるいはその山への道筋をつけるといった行為を意味する言
葉では必ずしもないということです。例えば、「高

こう

野
や

山を開いた空海」とか「高野
山に金

こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を開く」と言われるように、一般的に「開山」とは、寺院や宗教・
宗派の創設、あるいはそれを行った僧・開祖のことだとされています。寺院名に
冠する山号もそれを物語っています。白山は高くて奥深いことから、「前人未踏の
山に登った」と強調されがちですが、そこは慎重に考える必要がありそうです。

それでは、泰澄が白山に関して新たに行ったこととは何だったのでしょう？
それは、ひと言でいえば本

ほん

地
じ

垂
すい

迹
じゃく

説に基づく白山信仰の体系化だったと言える
のではないでしょうか。本地垂迹説とは、仏（本

ほん

地
じ

仏
ぶつ

) が人々を救うために仮に
神の姿になって現れる（権

ごん

現
げん

）という神仏習合の考え方です。
泰澄和尚伝に記された、泰澄が白山に至る経緯や山頂一帯での行状をごく簡単

に並べると、概ね次の①〜④のようになるかと思います。
①越

お

知
ち

山（現福井市・越前町）で修行していた泰澄が、貴女（白山神）の夢告
　　により林泉（現勝山市平泉寺の御手洗池とされる）へ赴く。

②林泉で祈念すると貴女が現れ、自分は伊
い

弉
ざなぎの

諾尊
みこと

（伊
い

弉
ざなみの

冉尊
みこと

の誤りか？）で妙
　　理大菩薩（権現）と号すると述べ、自分の本地を拝しに白山に来たれと誘

いざな

う。
③白山に登った泰澄が緑碧池で一心に念ずると、九頭竜王が現れ、本当の姿を

　　とさらに祈ると、光り輝く十一面観世音菩薩（十一面観音）が示
じ

現
げん

する。
④別山・大汝峰で、それぞれ人の姿をした神に会い、仏を感得する。
上記の③④で語られる三峰の神・本地仏の関係は、表のようにまとめられ、白

山三
さん

所
じょ

権現と呼ばれています。このようにみていくと、泰澄が白山の山頂を極め
たという行為そのものより、従来からの神

じん

祇
ぎ

信仰などと新たに入ってきた仏教の
関係を整理し、白山は十一面観音を主とする御

み

仏
ほとけ

の山であると説くことに力点が
置かれているように感じられます。それが、泰澄和尚伝の著者が意図した重要な
ポイントだとしたら、このことこそが「白山を開いた」本当の意味ではないかと

鎮座地 現身（俗体） 神　名 真　身（本地仏）

御前峰 貴女 イザナミノミコト（垂迹説）／
妙理大菩薩（仏教的） 十一面観世音菩薩

別山 弓（銀）矢（金）を
持つ宰官 小白山別山大行事（仏教的） 聖観世音菩薩

大汝峰 老翁 大己貴（神）（垂迹説） 阿弥陀如来木場潟（小松市）から遠望した春の白山

本地垂迹説に基づく神・仏

白山の開山
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白山比咩神社の最古の縁起書『白
はくさん

山
記
き

』（『白
しらやま

山之
の き

記』）は、1163（長寛元）
年頃に原型ができたとされていますが、
平安時代前期の 832（天長 9）年に越前・
加賀・美濃の三馬

ば ん ば

場（信仰・登拝の拠点）
が開かれ、そこから「参詣御山」（白山
に参詣する）と記されています。この
書には、「山頂を禅

ぜん

定
じょう

と名づけ」と書か
れているので、この登拝道を禅定道と
呼び慣わしています。

上記に書かれている禅定道の開設や
登拝が始まる時期の傍証となる可能性
のある資料として、『白山山頂学術調査
報告書』（1988）が挙げられます。これは、白山山頂一帯の大々的な遺跡調査の
報告書ですが、平安時代から近世にわたる多数の陶磁器片や仏像などの遺物が採
集されているなかで、最も古いものは、9 世紀後半の須恵器などの土器です。つ
まり、数は少ないながらも、9 世紀後半には修行僧がおそらく禅定道を辿

たど

るなど
して、山頂で祭

さい

祀
し

を営んでいたことが推測できるのです。この時代には、比
ひ

叡
えい

山
ざん

で修行していた宋
そうえい

叡や山
やま

城
しろの

国
くに

度
と が の

賀尾
お

寺
じ

（京都市栂
とがのお

尾高
こう

山
ざん

寺
じ

の前身）の賢一といっ
た修行僧が白山に登拝したという記録も伝えられています。

推察されるのです。
なお、泰澄和尚伝はフィクショ

ンであると論ずる研究者もいます
が、ここではそれを問いません。
また、白山の三所権現に本地仏が
確定したのは 12 世紀中頃とする説
もありますが、『枕草子』の八七段
に「白山の観音、これ消えさせ給
ふな」と雪の山が消えないよう、
白山の観音に祈る場面があるよう
に、枕草子が書かれた 10 世紀末前後における都の貴族の間では、少なくとも白山
は観音の山だと認識されていたことがうかがえます。

大汝峰から望む御前峰（右）と剣ヶ峰・翠ヶ池

大長山近くから白山三所権現を望む
中央から左へ御前峰と大汝峰、右が別山

波切不動
加賀馬場（白山本宮、現在の古宮公園）近くの道沿い
に祀られている線刻の不動明王坐像。もとは舟岡山の岩
壁に掘られた磨崖仏であったという

加賀禅定道しかり場付近から望む白山
奥の左から大汝峰、七倉山、四塚山

御前峰山頂

白山登拝の隆盛



− 6 − − 7 −

修
しゅ

験
げん

道
どう

は、日本古来の神道・山岳信仰に密教や道教、陰
おん

陽
よう

道
どう

などが混
こん

淆
こう

し、平
安末期に成立した日本独自の宗教で、役

えんのお

小角
づぬ

（役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

）が開祖とされています。
修験道が最も盛んになるのは、鎌倉時代から室町時代にかけてであり、熊野や

吉野金
きん

峯
ぷ

山
せん

には一大修験集団が形成され、白山も修験の山・霊山として全国に名
をはせていました。

下
しも

出
で

積
せき

與
よ

氏は、『白山の歴史』（北國新聞社 ,1999）の中で、「白山修験に関わる
行場は、白山山系の山中に多数あったにちがいないが、残念ながら具体的には不
詳であるといってよい」と述べ、自分が知っているものはわずか 3 か所であると
しています。以下に同書から抜粋してまとめてみました（【　】は筆者注）。

（1）修験の行場遺跡【ウマヤノツボ＊注】
昭和 36（1961）年に長崎幸雄氏が

松尾山（1163m）から西北にのびる
尾根の鞍部（河内村内

う つ お

尾）で発見【長
崎氏が測った寸法や発見時の写真を掲
載】。土器片から室町後期と推定され
ている。加賀馬場白山七社のひとつ、
佐羅宮【佐良早松神社】に依拠した修
験者の行場であった可能性が強い。板
尾地区の不動滝 “ 宿の岩 ” と称される
所も修験の行場と伝えるが、これにつ
いてはまだ疑問があって断定はできない。

＊注『河内村史』などで「ウマヤノツボ」と呼ばれ、正確な所在地は旧吉野谷
村瀬波地区。『吉野谷村史』の遺跡名は「宿岩屋遺跡」。白山自然保護センター
普及誌『はくさん』第 43 巻第 2 号（2015.10.31）参照。

（2）行
ぎょう

人
にん

札
ふだ

（参
さん

籠
ろう

札）
昭和 36 年、吉野谷村中宮の社家の由緒を持つ家で発見。「行人札」と名付けたが、

修験者の「参籠札」というべきであった。文明 16（1484）年と同 17 年の 2 枚があり、
計 22 人が牛首川の上流にあった虫ガ尾社をベースに白山での百余日の入

にゅう

峰
ぶ

錬
れん

行
ぎょう

を
終えて、木札を笥

け

笠
がさ

中宮に納めたのであろう。
（3）笈ヶ岳の信仰遺跡【経筒以外にも刀剣や仏像、銅鏡など多数出土】

下って 10 世紀後半から 11 世
紀にかけては、土器を主体とし
た数多くの出土品があることか
ら、御前峰への登拝者が増加し、
山頂での祭祀が盛んに行われて
いたと考えられます。『白山記』
には、山頂一帯の地勢や地名だ
けでなく、三所権現はじめ山上
の社殿や仏像なども詳しく説か
れており、信仰の対象となる事
物が整えられていたことがわか
ります。また、長久年間（1040
〜 1043）に非道の修行僧が焼殺される事件が語られますが、その悪事のひとつに
「押領参人所進物」とあり、進

しん

物
もつ

を力づくで奪われる参詣者が少なからずいたと
考えられます。一連の記述には、現在の室堂にあ
たる「越前室」や翠

みどり

ヶ池あたりにあったと思われ
る「加賀室」の両宿泊施設も登場し、加賀室が噴
石で埋まったため、3 棟の室を造り改めたと書か
れるなど、かなりの登拝者があったことが推測で
きます。それは、前述した「参詣御山」に続けて
「道俗恒沙非喩」（筆者注：僧も俗人も砂のごと
く数が多くたとえようもない）とあることからも
うかがえますが、すでにこの頃から「俗」すなわ
ち一般の登拝者も多くいたのだとすれば、たいへ
ん興味深いところです。

さらに 11 世紀末から 12 世紀以降、鎌倉時代に
かけては、それまでに見られていない十一面観音
像をはじめ、八

はち

稜
りょう

鏡
きょう

や独
と っ こ

鈷杵
しょ

、経
きょう

筒
づつ

、懸
かけぼとけ

仏など
多彩な奉納品が出土しており、白山山頂における
祭祀が最も活発に行われていた時期であることが
わかっています。

十一面観音立像	
（白山比咩神社所蔵）	
12 世紀頃のものとされ、御前峰
直下の転

てんぽうりん

法輪の窟
いわや

から出土

翠ヶ池

ウマヤノツボ遺跡

白山修験
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笥笠中宮より北東 9km の笈
おいずるがたけ

ヶ岳（1841m）の頂上
で、明治 38（1905）年に陸地測量部が三角点設営中
に二つの銅製経筒を発見（東京国立博物館蔵）。一つは、
武州大田庄（武蔵国埼玉郡太田郷）光福寺の十覚坊が
1518（永正 15）年に埋経。もう一つは、大聖寺の善養
坊を先

せん

達
だつ

とする 12 人が埋経。紀年銘はないが、善養
坊は 13 度目の入峰と明記。いずれも全国 66 か所の霊
場を巡歴して納経する「六十六部」と記されている。
なお、大聖寺は白山五院の一つ（加賀国江沼郡）では
なく、武蔵国埼玉郡か同国比企郡小川村のいずれかの
大聖寺である可能性が強い。

以上の 3 例以外にも白山北方の三方岩岳（1736m）
や妙

みょうほう

法山（1775m）の山頂で、修験に関わるとみられ
る遺物が見つかっています。また、白山比咩神社に近い獅

し

子
し

吼
く

高原（後
しり

高
たか

山
やま

）あ
たりから白山に向かう道があったという古い言い伝えがあり、一帯には「せんの堂」
や「護

ご ま

摩堂」など数か所の旧跡地とみられる平坦面が確認されています。上記（1）
で「断定できない」とされた「宿

しゅく

の岩」もそのルート上にあり、岩に刻まれてい
る「寂善坊」の名は、白山比咩神社の
古文書にも見られ、南北朝時代（14 世
紀）頃の人と推測されています（白山
自然保護センター普及誌『はくさん』
第 26 巻第 4 号（1999 .3 .26）参照）。さ
らに、『石川県鳥越村史』（1972）には、
根拠は不明ながら、白山市別

べ っ く

宮を中心
に能美・小松市や旧河内・吉野谷・尾
口村に至る網の目のような修験の「行

ぎょう

道
どう

」が記されています。
笈ヶ岳で出土した経

きょうづつ

筒からもわかるように、白山修験が盛んだった頃には、全
国から多くの修験者・行者が白山や周辺の山々を訪れていたであろうと推察でき
るのです。

なお、美濃馬場には長
ちょう

瀧
りゅう

寺
じ

を拠点とした「鳩
はと

居
い

十
じっ

宿
しゅく

」あるいは「鳩
はと

居
い

峰
ほう

二十八
宿」と呼ばれる修験の行場・行道の存在が知られています。

0              2km

N
　獅子吼高原

　宿の岩

不動滝

ウマヤノツボ

佐良早松神社

加 

賀 

禅 

定 

道

△四塚山

白山比咩神社

笈ヶ岳

三方岩岳

妙法山

笥笠中宮神社

檜新宮

白　　山

白山修験道関係遺跡等位置図

笈ヶ岳

行人札	
（白山市中宮区所蔵）
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白山山頂での社殿造営や森林資源の伐採する権利（杣
そまとり

取権）をめぐっての三馬
場間の争い（白山争論）は、戦国時代を経て江戸時代に続きますが、1668（寛文
8）年に白山麓 18 ヶ村が江戸幕府の天領となり、18 世紀前半には平泉寺がほぼ白
山を管轄下に治めることとなります。

この頃から白山への登拝者は、宗教的関係者から、武士や学者、そして文人へ
と広がりを見せ、特に江戸時代後期以降、その登山記録が紀行文などとして残さ
れています。その記録をたどります。

「白山参詣人平均して年に千人以上といふ」と記録した大聖寺藩士の小原益（氏
益）は 1813（文化 10）年に、越前丸岡から平泉寺を経て、市ノ瀬から白山に登り
ました。

その紀行文によれば、市ノ瀬に
おいてまず、山

やまふだ

札代（入山料）を
納めます。市ノ瀬は越前禅定道の
登拝の拠点であり、そこには平泉
寺の役所がありました。加賀・越
前・美濃・飛騨の人は白山の氏子
格として札代 72 銅

どう

（文
もん

）を、他
の国の人は 142 銅（文）でした。
そこから鳥居をくぐり、剃

かみそり

刀窟
いわや

、
仙
せんにんがいわや

人窟 を経て弥陀ヶ原、そして
室堂へとたどります。室堂は現在
の室堂ビジターセンターの場所に
あった越前室

むろ

です。
室の大きさは、幅三軒（約 5.4m）

に長さ七軒（約 12.6m）、外壁は
板柵、屋根は板葺き、中は板敷で
わらが敷いてあるとあり、室の周
りは石垣でおおわれていました。
室守が二人おり、当日の泊りは美
濃七人、周

す お う

防一人、阿波一人、小

原一行四人の計十三人とあり、遠く中国・四
国からの登拝者もいました。

1822（文政 5）年に白山に登ったとされる紀
州和歌山藩士で、本草学者であった畔

くろ

田
だ

伴
とも

存
あり

は、採薬目的で白山に登り、『白山草木志』に
草本 59、苔類 3、木本 26 のほか、虫 3、魚 1、
鳥 3、石１、土 2、水 3 種を記載しました。こ
れは、白山における最初の博物誌とされ、現
在の植物名や動物の名前につながるものも多
くあり、白山の植物を広く知らしめました。

畔田伴存が紀州和歌山から白山に登ったの
は、その当時から信仰目的の登山が行われ登
山がしやすかったこと、高山であり平地には
生育していない草木があったことが、白山へ
登ることにつながったと考えられます。

1847（弘化 3）年、越前藩士天
あま

方
かた

友
とも

諄
あき

は、福
井を出発して平泉寺で宿泊、小原峠を越えて
一の瀬（市ノ瀬）に至り、白山に登りました。
登山の前後、湯本温泉に泊まり、帰途は牛首（白峰）を通って福井へ帰りました。
湯本温泉は、市ノ瀬にあった温泉場で平泉寺が管轄し、多くの登拝者がここで宿

1760（宝暦 10）年 京都の文人池大雅、白山に登る。〔三岳紀行図〕

1785（天明 5）   年 鶴来の儒学者金子有斐（鶴村）、尾添口から白山に登る。
〔白山遊覧図記〕

1813（文化 10）年 大聖寺藩士小原益（氏益）、平泉寺・牛首を経て、市ノ瀬から
白山に登る。〔白山紀行〕

1822（文政 5）   年 紀州和歌山藩士（医者・本草家）畔田伴存、採薬登山のため、
市ノ瀬から白山に登る。〔白山草木志〕

1830（文政 13）年 越前藩士加賀成教、白山に登る。〔白山全上記〕
1833（天保 4）   年 越前藩士高田保浄、白山に登る。〔続白山紀行〕

1841（天保 12）年 飛騨の国地役人山崎弘泰、雷鳥を捕獲するため、平瀬から白山
に登る。〔山分以〕

1847（弘化 4）   年 越前藩士天方友諒、白山に登る。〔白山行程記〕

1860（万延元）  年 金沢の俳人後藤雪袋、尾添口から白山に登り、市ノ瀬に下る。
〔白山紀行〕

小原益が残した白山山頂の絵図
（玉川図書館近世史料館所蔵『白山紀行』）

『白山草木志』（上）目録
クロユリ、クルマユリなどの
和名が記されている。

（国立国会図書館デジタルコレクション）

江戸後期の武士、学者、文人による白山登山

武士、学者、文人による近世の登山
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泊をしていました。
彼は多くの彩色した絵図面を残しており、この湯本温泉も描いています。温泉

場入口手前に茶ヤ（屋）があり、中に入ると平泉寺の役所、板小屋 4 棟、湯小屋、
草小ヤ（屋）、高台に平泉寺休息所、薬師（堂）があります。茶ヤ（屋）は食事付
宿舎で宿賃は 156 銅（文）、板小屋は自炊棟で 75 銅（文）でした。板小屋の一部
は茶ヤ（屋）も兼ねていたようです。草小屋の宿賃は無料でした。これとは別に
日数の多少にかかわらず、湯治料が 218 文必要でした。入浴は別棟になっている
湯小屋で行います。湯小屋の中は、真ん中に大きな浴槽があり、お湯は小さな鳥
居の中から流れ出、「白山宮」と書かれた額もかかっており、当時の神仏混合の様
子を知ることができます。

このほかにも飛騨高山の役人山崎弘泰は、上司の命によりライチョウを捕まえ
るため、平瀬から村人の案内を受け、山の中を分け入り白山を目指しました。運
よくライチョウのひなを 5 羽捕まえ、懐に抱えて降りてきましたが、皆死んでし
まったと書いています。また、金沢の俳人、後藤雪袋は、加賀禅定道から白山に登り、
俳句を読みながら白山に登ります。途中の御

お

仏
ぼ

供
く

水で、「お壺から咽になりこむ清
水かな」、山頂部の千蛇ヶ池で「蛇の圧に土用も消ず池の雪」といった俳句を残し
ました。

ここで紹介した以外にも白山に登った武士や文人の記録がいくつもあり、往時
の登山の様子を知ることができます。

明治維新とともに新政府は、王政復古のもと神道を積極的に保護するようにな
ります。1868（明治元）年に、「神仏分離令」を発し、従来の神仏混合の風習を打
破しはじめます。

一方、白山を含め天領であった白山麓 18 か村は、当初は福井側に属することに
なりますが、1872（明治 5）年以降、加賀藩から生まれ変わった石川県に属する
こととなり、石川県は 1873（明治 6）年に白山山頂の社殿を白山比咩神社で管轄
すると通達します。

この白山の帰属が変更されたのち、1874（明治 7）年、白山山頂に安置されて
いた仏体は下山させられ、御前峰、大汝峰、別山などの社殿にあった仏体は白山
市白峰の林西寺に、加賀禅定道の檜

ひのしんぐう

新宮などにあった仏体は白山市尾
お

添
ぞう

の尾添白
山社、美濃禅定道沿いの仏体は岐阜県郡上市石

い と

徹白
しろ

の大師堂に安置されるように
なります。

さて、時代は前後しますが、1871（明治 4）年に初めて外国人が白山に登りま
した。福井藩のお雇い外国人であったアメリカ人のW.E.グリフィスです。8月21日、

1871（明治 4）   年 アメリカ人グリフィス、白山に登る。

1872（明治 5）   年
白山及び白山麓 18 ヵ村、石川県の管轄とする。
太政官告布により、女人の登山禁制が解かれ、この年鳥取の女
性が、女性として初めて白山に登る。

1873（明治 6）   年 白山山頂の社殿を白山比咩神社の奥宮とする。

1874（明治 7）   年
白山三山、六道堂の仏体を下山させあわせて、頂上付近、禅定
道の石仏破壊を合わせて行う。
ドイツ人地質学者 J. ラインが地質調査で白山に登る。

1909（明治 42）年 金沢歩兵第 7 連隊約千名、白山に集団登山する。
1912（大正元）  年 石川県により手取川上流での砂防工事（白山砂防）に着手。
1916（大正 5）   年 石川郡郷村番匠の浅田与作、同行同志と白山に参詣する。
1919（大正 8）   年 金沢第二高女・女子師範学校、白山初の女子団体登山行う。
1920（大正 9）   年 第四高等学校生、残雪期に白山に登る。

1921（大正 10）年 金沢医学専門学校生、白山山系初縦走。
金沢の青年団、白山で遭難。3 人死亡。

1924（大正 13）年 定期自動車路が白峰まで開通。
1925（大正 14）年 定期自動車路が市ノ瀬まで開通。
1927（昭和 2）   年 白山砂防、内務省直轄事業となる。
1934（昭和 9）   年 手取川大水害。市ノ瀬・白山温泉壊滅。

明治から昭和初期の白山登山

湯本温泉（市ノ瀬白山温泉）の図（石川県立図書館所蔵『白山行程記』）

近代登山の幕開け
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福井を出発し、勝山を経て
市ノ瀬温泉（前節の湯本温
泉）に泊まり、8 月 23 日に
白山山頂（御前峰）に到達
します。行く先々で外国人
を見ようと黒山の人だかり
となったこと、宿泊した室
堂では蚤

のみ

で眠れなかったこ
と、そして白山山頂で見た、
「この光景は決して忘れま
い、旅と登山の苦労、それ
に続く疲労と難儀は十分に
報いられた」と記録を残しています。また、山頂でのお湯の沸騰温度から白山の
標高を 9320 フィート（約 2800m）と推定しました。

文明開化の波は女性の初登山にも現れます。1872（明治 5）年、明治政府は「神
社佛閣之地女人結界之場所ヲ廃ス」（太政官布告第 98 号）として、女人の登山規
制を解き、この年女性が初めて白山に登ったとされています。女性は鳥取の女性
であり同時に別山にも登りました。女性が登山することに対し、強く止められる
こともなく、案内も男性がしたと記録されています。記録は当時の白山比咩神社
宮司が残したもので、その女性をほめ讃

たた

えることはもちろん、許した村人たちを
も称賛しています。白山は当時から解放的な山であったかと想像されます。

明治の末には軍隊も白山登山をしました。日露戦争（1904-05 年）前後には山
岳行軍事訓練が全国的に実施されており、その記録は従軍記者により克明に残さ
れています。1909（明治 42）年、大日本帝国陸軍金沢歩兵第 7 連隊約千名は、8
月 14 日、金沢を出発し、吉野、白峰、市ノ瀬を経て 8 月 17 日早朝に白山山頂（御
前峰）に達します。「君が代」を吹奏し、天皇陛下万歳を三唱します。山頂での千
名の万歳三唱は「實

じつ

に、壮絶快絶何とも譬
たと

えやうがなかった（著者ルビ）」と記録
されています。その日のうちに加賀禅定道を下って、尾添・中宮へ達しました。
しかし、その帰りはそれまでの強行日程がたたり、しかも雨も降ってきたがために、
落伍者が続出したようで、ふもとの尾添・中宮の村民が、救援に向かい、最後の
一人が下ったのは夜半 12 時を過ぎてからでした。

1916（大正 5）年に石川郡郷村番
ばんじょう

匠（現在の白山市番匠町）の浅田与作さんが

白山に参詣しました。これは、手取川扇状地の農村集
落での、結婚前の二十歳前後の男性が白山に登る風習
があったことを示しており、「白山詣り」、「白山参詣」
と呼ばれました。当時、「男に生まれたからには白山登
山せにゃウソや」「嫁もらう前にかならず白山参りする
こと」「白山に参れんものは人でない。白山に参らんと
娑
しゃ

婆
ば

へ出ても人間でない」と平野部各地の伝承に見ら
れるように、単なる登山ではなく男性の人生の通過儀
礼とされたものです。農耕の灌

かんがい

漑用水の源たる白山へ
の恩恵に対する村人の感謝の現れでした。

3 泊 4 日ないしは 2 泊 3 日の行程で、村の氏
うじがみ

神社を
出発、加賀禅定道を経由して白山に登り、越前禅定道
を下って鶴来（白山比咩神社）、そして村の氏神社で解
散とする行程で、逆回りもありました。交通機関が発達しても全行程を歩きとす
るのが基本でした。この風習が明治の中頃から昭和初期まで続いたとのことです。

このように明治以降には白山に登る人たちも女性や外国人、平野部農村の人々
へと広がりを見せます。

明治の末頃からは、学校の理科・体育教育目的での集団登山や、スポーツとし
て登山を楽しむ形も現れました。石川県師範学校生徒の集団登山、1919（大正 8）
年金沢第二高女・女子師範学校が白山初の女子団体登山を行うほか、旧制中学や
第四高等学校学生、金沢医学専門
学校生が、白山山系の縦走や奥地
山岳域への登山やスキー登山と
いった、スポーツとしての登山を
行います。これが大正年間を通じ
て盛んとなり、昭和へと続きます。

この頃になると自動車道の整備
や金名鉄道が開通（1927 年）す
るなど交通網が発達し、砂防事業
の進展とともに登山道も現在のメ
インルートとなる砂防新道が開通
します。

北陸女学校（現北陸学院）生徒による白山登山
スカートをはいて室堂で記念撮影（1932 年）

明治末期頃の室堂
白山参詣記念碑

（1910 年、白山市漆島町）
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日中戦争、それに引き続く太平洋戦争により、国力は大きく疲弊しますが、朝
鮮戦争を経て日本は急速な復興をなしとげ、経済が発展します。それとともに人々
は、戦後のより自由な雰囲気の中で、趣味やレジャーを楽しみはじめます。

登山は、1950 年代、日本人によるヒマラヤの 8 千 m 級の山々への登頂がきっか
けとなり、登山ブームがおき、山岳会による急峻な山岳域の登

とうはん

攀から一般の人々
の山登りやハイキングまで、好みと能力に合わせて楽しまれるようになりました。

次の図は、白山の宿泊施設のある室堂並びに南竜ヶ馬場での宿泊者数の推移を
示したものです。太平洋戦争終結後右肩上がりに宿泊者数が増加し、登山者が増
えたことがわかります。

現在のテントサイトは、南竜ヶ馬場野営場に限られていますが、かつては特に
規制がなく室堂平においても、テントが設営できシーズンには多くのテントが張
られました。

当時は自然保護に対する
意識そのものが希薄であっ
たがために、むしろ山での
解放感を楽しみ、罪の意識
なく登山道から踏み出して
歩いたり、お花畑の中に入っ
たりすることがみられまし
た。平坦地が広がる弥陀ヶ
原では、登山道からの踏み
出しが多くなり、幾筋もの
道が登山者によってつけら
れ、裸地化や荒廃が進みま
した。このようなことが、1950 年代後半
以降、徐々に現れてきました。

ゴミの問題も深刻となりました。施設
に設置してあったゴミ箱はゴミであふれ、
お花畑の中にまでゴミが散乱しているほ
どでした。

また、登山利用は 7 月 8 月に集中し、し
かも土・日曜に集中するため、ピーク時は、
山小屋が定員オーバーですし詰め状態と
なりました。

戦後、モータリゼーションが進展しマ
イカー登山も増え、白山のメインルート
となった砂防新道の登り口である別当出
合（標高 1260m）は、ピーク時には駐車
場が満杯となってしまいました。

白山の自然を多くの人にふれ親しんで
もらえることは良いことですが、登山者
の集中、それに伴う環境へのインパクト、
あるいは保護意識やマナーといった点な
ど課題が明らかとなってきました。

室堂平に張られたテント

1977 年弥陀ヶ原
登山道が幾筋にも分かれている

室堂・南竜ヶ馬場宿泊者数推移

（石川県白山自然保護センター資料により作成） 別当出合休憩舎のゴミの山

登山のレジャー化
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1955（昭和 30）年に白山は国定
公園に指定され、7 年後の 1962 年
に国立公園に指定されます。

この国立公園指定には、県や地
元がともに尽力に努めます。国立
公園を期待し、結果として国定公
園の指定となった時には「白山国
定公園は将来国立公園に格上げ指
定されるよう要望」と国へ知事名
で答申します。

1956（昭和 31）年には、指定の
重要なカギとなる厚生省国立公園
審議会委員の白山への視察が行われ、白山に造

ぞうけい

詣の深い白山観光協会事務局長（当
時）であった玉

たまいけいせん

井敬泉氏などが同行し、市ノ瀬から白山山頂部を案内します。
その後も関係 4 県（福井、岐阜、富山、石川）の知事連名での陳情が行われ、

1961 年 12 月に自然公園審議会は白山を国立公園の候補地とすることを厚生大臣
に答申、1962（昭和 37）年 11 月に晴れて白山は国立公園に指定されます。

指定の決め手は、「原始景観を主体とした特色を十分に備えている」という原生
的な自然が残されているということでした。豊富な積雪量や火山地形の発達、ブ
ナの原生林とそこに生息する大型哺乳類や鳥類、山頂部の高山植物群落が白山を
特徴づけています。指定記念の式典において、田谷石川県知事（当時）は「今後いっ
そう自然の保護に努め、すぐれた原始の姿を鑑賞いただくとともに、国民の堅実
な保健休養の場として、また自然科学の研究の場として運営したい」と述べており、
その精神は今も生かされ続けています。

さて、前節で述べた白山での諸課題に対するその後の取り組みについてです。
ゴミ問題への対策は 1960 年代後半以降すすめられることになります。ゴミはク

ズカゴがなければ捨てられません。また、ゴミは、持ち帰ってもらえばよいわけ
です。そこで、山小屋や別当出合休憩舎にあったクズカゴがとりはらわれ、登山
者にはゴミ袋を配布して、ゴミを持ち帰ってもらうことにしました。

あわせて登山道沿いのゴミ拾いやゴミの回収を行う美化清掃活動が行われま

す。当初は登山者の抗議や抵抗もありま
したが、徹底したゴミ持ち帰り運動が功
を奏しました。今では、白山はゴミのな
い山として知られ、ゴミの持ち帰りは定
着しました。

登山道の荒廃については、1970 年代後
半以降、登山道のルートを固定化し、その
改修や植生復元事業が弥陀ヶ原や室堂平、
エコーライン（1964 年開設）や展望歩道
（1967 年開設）などの登山道で行われます。当時の新聞を見ると、植生保護のた
めに柵を設けること自体に抗議の声が書かれており、時代の違いを痛感させられ
ます。

マイカー登山への対策としては、混雑が予想される 7・8 月中の週末に別当出合

1946（昭和 21）年 登山バスが市ノ瀬まで開通。
1951（昭和 26）年 白山山頂部、白山比咩神社境内地となる。
1953（昭和 28）年 白山室堂に白山診療所設立。
1955（昭和 30）年 白山国定公園に指定。
1962（昭和 37）年 白山国立公園に指定。
1965（昭和 40）年 登山バスが別当出合まで開通。
1969（昭和 44）年 白山国設鳥獣保護区に設定。

1973（昭和 48）年 別当出合駐車場竣工。
白山でのゴミ持ち帰り運動始まる。

1980（昭和 55）年 白山がユネスコの白山生物圏保存地域に登録。
浩宮徳仁親王殿下（現皇太子殿下）白山に登る。

1982（昭和 57）年 白山カモシカ保護地域の指定。
室堂、南竜ヶ馬場を拠点に石川県自然解説員の活動はじまる。

1987（昭和 62）年 白山登山ピーク時のマイカー規制はじまる。
1997（平成 9）   年 白山室堂、南竜山荘、南竜ケビン宿泊者予約制実施。
2002（平成 14）年 室堂ビジターセンターリニューアルオープン。
2004（平成 16）年 別当谷で発生した土石流により、別当出合の吊橋が破壊される。
2007（平成 18）年 別当谷での山腹崩壊により砂防新道一時通行止め。
2011（平成 23）年 白山手取川ジオパーク国内認定。

2016（平成 28）年 白山がユネスコの白山生物圏保存地域（白山ユネスコエコパー
ク）に拡張登録。

2017（平成 29）年 白山開山 1300 年を記念したイベントが各地で行われる。

白山をめぐる戦後から現在までの動き

ゴミ拾い

国立公園審議会委員白山視察（1956 年 7月）

国立公園の指定、保護と利用



− 20 − − 21 −

白山自然保護センターでは、ウェブサイトや市ノ瀬ビジターセンターでの登山
情報の発信、登山道や施設の維持管理等を担うことで、皆様が安全で快適な白山
登山ができるよう努めるとともに、白山での調査研究や普及啓発活動を行い、白
山でふれ親しむことのできる自然のすばらしさや大切さを今後も伝えていきたい
と思います。

1988 年にユネスコの生物圏保存地域に登録された白山は、2016 年に周辺の人間
の生活域も含め拡張登録されました。通称「白山ユネスコエコパーク」と呼ばれ
ます。

ユネスコエコパークは生態系の保全と持続可能な利活用の調和を目指すもので
す。今後は白山の自然をより利活用しながら保護・保全を継続させていくことが
大切であり、将来の白山登山のあり方も変わっていくのかもしれません。

本誌を作成するにあたり、特に下記の文献を参考にしました。著者の方にお礼
申し上げます。

小倉学（1982）信仰と民俗．
環境省中部地方環境事務所（2013）白山国立公園指定 50 周年記念誌．
財団法人白山観光協会（1998）財団法人白山観光協会創立 50 周年記念誌．
松田亮治（1996）白山山系秘史シリーズ（そのⅠ）．石川郷土史学会々誌第 30 号．
村井加代子（2012）口約白山行程記．能登印刷出版部．
森坂洋晴編（2010）白山山の旅　明治・大正篇．
羽根田治（2010）山の遭難 あなたの山登りは大丈夫か．平凡社新書．

写真提供　石川県立歴史博物館、木下幸雄、財団法人白山観光協会

手前の市ノ瀬で車を止め、そこからはバス
で別当出合へピストン輸送することとなり
ます。1985（昭和 60）年の災害時の対策
から始まり、災害復旧後の 1987 年から本
格実施となり現在に至っています。期間は
10 月中旬までとなりました。

山小屋の混雑は、宿泊者予約制を取るこ
ととなり、室堂、南竜山荘、南竜ケビンで
は 1997（平成 9）年から始まりました。

これらのことにより、登山者の分散化が
図られ、安全で快適な登山ができると考え
ています。しかし、最近は日帰り登山者が増加し、ピーク時には市ノ瀬の駐車場
自体が満杯となってしまい、新たな課題となっています。

白山の自然をより深く楽しんでいただくため、1982 年から室堂及び南竜ヶ馬場
では石川県自然解説員による自然観察会が、行われるようになりました。

施設面としては、室堂ビジターセンターが 2002（平成 14）年にリニューアルオー
プンするなど、登山道や施設の充実が行われてきています。

2004年 5月、別当谷で発生した土石流
2004（平成 16）年 5 月 17 日夕刻、前々日夜間からの連続降雨が誘因となり、別当谷左

岸部、標高約 1900m 付近で山腹崩壊が発生、残雪の大量の融雪も合わさり土石流が発生
しました。国土交通省金沢河川国道事務所によれば、流下した土砂量は 17 万 6000㎥、時
速 70km で流下し、途中にあった砂防堰堤を破壊、約 2km 下流に位置した別当出合吊橋

（標高 1250m）を直撃しました。この土石流によって吊橋は破壊され、砂防新道は通行止
めとなりました。

幸いけが人もなく、迅速な復旧が行われ 7
月 24 日に吊橋は復活しましたが、このこと
は白山が今もなお激しく侵食が進み、危険が
伴う山であることを示しています。過去には
昭和 9 年の手取川大水害時には同じ別当谷で
別当の大崩れと呼ばれる崩壊が起き、その時
の土石流は市ノ瀬まで達しました。活火山と
しての噴火も心配されていますが、土砂災害
の危険についても忘れてはなりません。
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白山登山の
うつりかわり

室堂ビジターセンター
リニューアルオープン（2002 年）

土石流で破壊された別当出合の吊橋
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